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要約：本研究では、教員養成初期段階である教育学部１年次生による相互評価に着目し

て、エビデンスの蓄積と相互評価を重視した教職eポートフォリオに記述された相互評価
コメントの特徴を明らかにした。学生間の相互評価コメントには、自己の経験に照らし

合わせてのコメント、更なる相互評価へと繋がっていくコメント、自分の成長に関連づ

けるコメント、互いの成長を励まし合うコメントなどがあることがわかった。	
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１．はじめに	
 

	
 信州大学教育学部では、2010 年度入学生から新
設・必修化された「教職実践演習」に対応するため

に、エビデンスの蓄積と相互評価を重視した教職 e
ポートフォリオを開発した（谷塚, 2013）。そして、
教職 eポートフォリオの作成と相互評価を、各学年
で履修する臨床経験科目等の課題としている。 
	
 多くの教員養成系大学・学部においても教職ポー

トフォリオ（Web版や冊子体）が開発・導入されて
きている（例えば、姫野, 2012; 西岡ほか, 2013）。
他者が作成したｅポートフォリオを閲覧したり他

者からのコメントを読んだりすることにより、自己

のリフレクションが誘発されることが明らかにな

っている（植野・宇都, 2011）がその一方で、多く
の教職ポートフォリオは、教職関連科目の履修状況

の記録にとどまっており、学生間の相互評価まで組

み込まれているものは少ないようである。 
	
 そこで、本研究では、教員養成初期段階である教

育学部１年次生による相互評価に着目し、教職 eポ
ートフォリオに記述された相互評価コメントの特

徴を明らかにすることを目的とする。 
 
２．「教育臨床入門」における教職 e ポートフォリ

オの活用と相互評価	
 

	
 信州大学教育学部１年次生全員が履修する必修

科目「教育臨床入門」は、そのねらいとして、「リ

フレクションの意義を理解し、その多様な方法につ

いての基礎的な知識・技術を身に付ける。」や「『臨

床経験ポートフォリオ』及び『履修カルテ』の作成

を通して、学校園における自己の教育経験を研究的

にリフレクションし、次の活動への課題を見いだ

す。」を挙げている。これらは、学部の学位授与の

方針（ディプロマ・ポリシー）の１つ「理論と実践

を往還する省察と改善の態度」に対応している。 
	
 2012年度の１年次生は、「教育臨床入門」の最終
課題として、教職 eポートフォリオを作成し、その
相互評価を行った（谷塚ほか, 2013）。同じ課程・コ
ースの学生が作成した教職ポートフォリオを閲覧

しながら、「１．○○さんから学んだ点」「２．○○

さんへのアドバイス」という２つの観点を設定して

項目立てをして相互評価コメントを記入した。図１

に示したように、２人分（以上）の相互評価コメン

トを記入することとし、１人目は自分の次の学籍番

号の学生に対して、２人目（以降）は同じコース・

課程の任意の学生に対して、2013年 2月 12日から
2月 28日の間に記入するように指示した。 
 
３．学生間の相互評価コメントの分析	
 

	
 学生間の相互評価コメントには、次のような記述

が見受けられた。 

C1-5 

教職 e ポートフォリオを用いた 

教員養成初期段階の学生による相互評価の分析の試み 
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○教職 eポートフォリオの記述を引用しつつ、自己
の経験に照らし合わせてのコメント 
○「・・・さんの意見も聞いてみたい」のように、

更なる相互評価へと繋がっていくコメント 
○「・・・を私も見習おうと思いました」のように、

自分の成長に関連づけるコメント 
○「・・・をともに頑張っていきましょう」のよう

に、互いの成長を励まし合うコメント 
 
４．おわりに	
 

	
 本研究では、教員養成初期段階の学生が作成した

教職eポートフォリオの相互評価コメントの分析を
試みた。今後の課題としては、相互評価コメントの

質的向上を目指して、教職 eポートフォリオの活用
方策及び学生への指導内容を検討していきたい。 
 
付記 
	
 本研究の一部は、JSPS 科学研究費基盤研究(C) 
課題番号 25350325「教職キャリア志向向上と目指
す教員像構築のための教職ｅポートフォリオの活

用」及び基盤研究(B) 課題番号 25282050「自律的

に学び続ける教師の核となる資質・能力の解明と質

保証に関する研究」の助成を受けたものである． 
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図１	
 学生間の相互評価の入力画面の例（学生用マニュアルからの抜粋）	
 


